
 

【調査結果の概要】 
 

１ 概 況（従業者４人以上） 

 

 

平成２０年の概況は次のとおりである。 

 

◎ 事業所数は、７６９９事業所で、前年に比べ１９１事業所（前年比 2.5％）増加した。 

 

◎ 従業者数は、２１万５７６人で、前年に比べ６０７６人（同△2.8％）減少した。 

 

◎ 製造品出荷額等は、５兆９５９０億円で、前年に比べ８０４億円（同 1.4％）増加した。 

 

◎ 付加価値額は、２兆１３１４億円で、前年に比べ２７４億円（同 1.3％）増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 事業所数（従業者４人以上） 

 

 

① 事業所数は７６９９事業所で、前年に比べ１９１事業所（前年比 2.5％）増加している。 

（表－１） 

                                                                       

② 産業別にみると、増加したのは、生産用機械器具製造業、金属製品製造業、食料品製造業な

ど１９産業である。一方、減少したのは、はん用機械器具製造業、電気機械器具製造業など５

産業である。（表－２） 

                                                                  

③ 従業者規模別にみると、４～９人事業所で大きく増加している。（表－３） 

                                                                       

④ 圏域別にみると、すべての圏域で増加しており、中濃圏域で７２事業所（前年比 4.0％）増

と大きく増加している。（表－４） 

 

⑤ 構成をみると、窯業・土石製品製造業が１１０３事業所（構成比 14.3％）と最も多く、次い

で繊維工業が８９１事業所（同 11.6％）、金属製品製造業が８８８事業所（同 11.5％）と 

なっている。（表－２） 

 

 

 

 

図－１ 事業所数の構成（従業者４人以上）  
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３ 従業者数（従業者４人以上） 
 

 

① 従業者数は２１万５７６人で、前年に比べ６０７６人（前年比△2.8％）減少している。 

（表－１）  

 

② 産業別にみると、増加したのは、生産用機械器具製造業など１０産業である。一方、減少し

たのは、輸送用機械器具製造業、窯業・土石製品製造業、電気機械器具製造業など１４産業で

ある。（表－２) 

 

③ 従業者規模別にみると、１００～２９９人事業所で大きく減少している。（表－３） 

 

④ 圏域別にみると、減少したのは、西濃圏域（前年比△4.6％）、中濃圏域（同△2.9％）、東

濃圏域（同△2.7％）、岐阜圏域（同△1.7％）であった。一方、増加したのは、飛騨圏域（同

0.1％）のみであった。（表－４） 

 

⑤ 構成をみると、輸送用機械器具製造業が２万８３１３人（構成比 13.4％）と最も多く、次い

で窯業・土石製品製造業が２万８１２人（同 9.9％）、金属製品製造業が１万８５８６人（同 

8.8％）となっている。（表－２） 

 

 

 

 

図－２ 従業者数の構成（従業者４人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 製造品出荷額等（従業者４人以上） 
 

 

① 製造品出荷額等は５兆９５９０億円で、前年に比べ８０４億円（前年比 1.4％）増加してい

る。（表－１） 

 

② 産業別にみると、増加したのは、輸送用機械器具製造業、化学工業など１１産業である。一

方、減少したのは、窯業・土石製品製造業、電気機械器具製造業など１３産業である。 

（表－２） 

 

③ 圏域別にみると、増加したのは、岐阜圏域（前年比 8.6％）、中濃圏域（同 1.0％）であっ

た。一方、減少したのは、西濃圏域（同△2.2％）、飛騨圏域（同△2.0％）、東濃圏域（同 

△1.8％）であった。（表－４） 

 

④ 構成をみると、輸送用機械器具製造業が９１９２億円（構成比 15.4％）と最も多く、次いで

生産用機械器具製造業が４９５０億円（同 8.3％）、プラスチック製品製造業が４８０３億円

（同 8.1％）となっている。（表－２） 

 

 

 

 

 

 

図－３ 製造品出荷額等の構成（従業者４人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 付加価値額（従業者４人以上）                                             

  

 

① 付加価値額（粗付加価値額での集計を含む）は２兆１３１４億円で、前年に比べ２７４億円

（前年比 1.3％）増加している。（表－１） 

 

② 産業別にみると、増加したのは、輸送用機械器具製造業、化学工業など６産業である。一方、

減少したのは、電子部品・デバイス・電子回路製造業、生産用機械器具製造業、窯業・土石製

品製造業など１８産業である。（表－２） 

 

③ 圏域別にみると、増加したのは、岐阜圏域（前年比 28.1％）、飛騨圏域（同 2.0％）であっ

た。一方、減少したのは、西濃圏域（同△9.0％）、東濃圏域（同△6.4％）、中濃圏域（同 

△5.3％）であった。（表－４） 

 

④ 構成をみると、輸送用機械器具製造業が３０２９億円（構成比 14.2％）と最も多く、次いで

生産用機械器具製造業が２０２７億円（同 9.5％）、化学工業が１９６６億円（同 9.2％)とな

っている。（表－２） 

 

 

 

 

 

図－４ 付加価値額の構成（従業者４人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６ 圏域別にみた産業別製造品出荷額等（従業者４人以上) 
 
 
【岐阜圏域】 

製造品出荷額等は１兆４７５０億円で、前年に比べ１１６４億円(前年比 8.6％)増加している｡ 

産業別にみると、輸送用機械器具製造業が４２６０億円（構成比 28.9％）と最も多く、次いで

化学工業が１７７５億円（同 12.0％）、プラスチック製品製造業が９５５億円（同 6.5％）など

となっている。 
  

【西濃圏域】 

製造品出荷額等は１兆４１８２億円で、前年に比べ３２５億円（前年比△2.2％)減少している。 

産業別にみると、電子部品・デバイス・電子回路製造業が２１０８億円（構成比 14.9％）と最

も多く、次いでプラスチック製品製造業が１８９８億円（同 13.4％）、窯業・土石製品製造業が 

１３２０億円（同 9.3％）などとなっている。 
 

【中濃圏域】 

製造品出荷額等は１兆８８６１億円で、前年に比べ１８９億円（前年比 1.0％）増加している。 

産業別にみると、生産用機械器具製造業が２７８８億円（構成比 14.8％）と最も多く、次いで

輸送用機械器具製造業が２７６９億円（同 14.7％）、情報通信機械器具製造業が２６７９億円 

（同 14.2％）などとなっている。 
 

【東濃圏域】 

製造品出荷額等は８９７７億円で、前年に比べ１６５億円（前年比△1.8％）減少している。 

産業別にみると、窯業・土石製品製造業が１７０９億円（構成比 19.0％）と最も多く、次いで

電気機械器具製造業が１１６２億円（同 12.9％)、情報通信機械器具製造業が７９９億円 

（同 8.9％)などとなっている。 
 

【飛騨圏域】 

製造品出荷額等は２８２１億円で、前年に比べ５９億円（前年比△2.0％）減少している。 

産業別にみると、化学工業が４８４億円（構成比 17.2％）と最も多く、次いで非鉄金属製造業

が４２８億円（同 15.2％）、家具・装備品製造業が３４２億円（同 12.1％）などとなっている。 
 

 

 

 

 



図－５　製造品出荷額等の圏域別産業中分類別構成（従業者４人以上）
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